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広報部会

伊賀市大内791-1番地
（花之木地区市民センター内）

主な行事予定(６月～８月)

６月

第７９号（令和５年６月１日）

11日(日） グラウンドゴルフ大会

未定７月

未定８月

令和５年度花之木地区住民自治協議会定期総会が、昨年度に引き続き書面議決により執り行われました。5月

１６日(火)に構成員（新旧役員及び実行委員会委員）に総会資料を配布し、5月2５日(木)午後5時に締切り、翌

日の5月2６日(金)午後７時30分より花之木地区市民センターで書面議決により総会が行われました。第1号議

案の令和４年度の事業報告から決算報告・会計監査報告、令和５年度の役員・委員の承認、事業計画・会計予

算など提案された全5議案について、過半数の賛成をもって原案どおり可決・承認されました。新会長には米島

久雄様が就任し、新体制で令和５年度がスタートしました。(以下敬称略)

住民自治協議会

(1)平成３０年５月見直し後の「まちづくり計画」を基本とし、社会情勢

の変化や地区の実態を加味し、焦点化を図り、安心して住民の方が参

加できる事業を実施展開する

(2)包括交付金の大幅な減額、地区市民センターの「自治センター化」

（指定管理者制度による市から自治協への施設管理の委託）について、

引き続き「花之木地区住民自治協議会在り方検討委員会」により、自

治協の方策と組織のあり方を検討する

(3)各区及び各団体の事業が継続できるようにする

○広報紙「おおほし」を年12回のうち4回（6月1日、9月1日、12月1日、3月1日）を担当する

〇各部会・サークルや地区諸団体の幅広い情報を得て、紙面の充実を図る

〇各部会書記に出席をいただき、活発な部会運営を図る

〇広報紙作成に関する研修等に参加する

〇「環境・安全パトロール」のマグネット板を部会員の車に添付し、不法投棄禁止を啓発する
〇花之木地区公害防止協議会へ参画する 〇地区内の環境・安全に取り組む
〇防災・環境学習を他の部会と連携し取り組む 〇住民祭への参画と展示に携わる
〇防災の観点から、「法花断層崖」登山道の整備活動を支援する 〇救命講習会を実施する
〇地区一斉の避難訓練とクリーンウォークを実施する（3月）

○「法花断層を見て歩こう会」を実施する（令和６年1月1４日(日)又は21日(日)）
〇ハザードマップウォーキング(洪水・土砂災害）を実施する
〇住民祭への参加・協力する
○各種研修会・講習会へ参加する

○住民祭の実行委員会に参加し運営に携わる

〇人権に関する研修会等を実施する

〇教養講座を実施する

○グラウンドゴルフ大会を実施する

〇ボッチャ大会を実施する(8月上旬)

〇NEWスポーツ大会を実施する(2月頃)

○住民祭(テント村)の企画・運営に携わる（10月）

〇法花断層を見て歩こう会（健康・福祉部会事業）に「竜王鍋」で協賛する

〇しめ縄教室を実施する

〇研修会を実施する

◆主な事業計画◆
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☆ 202３年４月現在の園児数、児童数、生徒数は以下のとおりです。☆

５月９日(火)どろんこ遊び ５月１２日(金)

避難訓練・田植えをしました。晴天に恵ま

れ、爽やかな風に包まれ、田植えは大野木

環境保全会の方々のご厚意でみんな楽しく

行事を行うことができました。

ばりました

(47名) (７９名) (１６９名)

11 16 52

最近、花之木地区内で家屋への不法侵入目的と思わ

れる扉のガラス破損、空き家のガラス破損と連続

して発生しています。また、伊賀警察署管内では

架空料金請求詐欺などの特殊詐欺事件が数件発生

しているとのことです。みなさまどうか気をつけ

てください。
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田植え

どろんこ遊び 避難訓練

5月18日(木)大野木環境保全会のみな

さんに協力いただき、さつまいもの苗

を植付けました。今回は小学校の児童

と保育園の園児のみなさんがいっしょ

に実施しました。

伊賀地区交通安全協会の方に来ていただき、腹話術の

「ゴウ君」の交通ルールクイズや大型紙芝居を見せて

いただきました。交通ルールを守る大切さを教えても

らい、こどもたちもしっかりと聞いていました。

遠足の日はあいにくの雨でしたが、

少し散歩に出掛けたり保育園で玉

入れや電車ごっこ、アスレチック

あそびなど色々楽しむことができ

ました。お弁当はテラスで友だち

とシートを敷いて会話を楽しみな

がら食べました。

交通安全教室

遠足

４月１１日（火）一迎会・部活動紹介があり、生徒

会主催の一迎会では、生徒会役員から生徒会スロー

ガン「Challenge～希望と笑顔のバトン～」につい

て紹介されました。また各部活動の代表者から部活

動紹介を行いました。５月１２日（金）1・2年生は

授業参観、3年生は修学旅行と進路の説明会があり、

多くの授業ではタブレットＰＣを活用し、互いに考

えや気づきを伝え合う場面が多く見られました。

サツマイモ苗植え

授業参観

進路説明会



 

〇研修会を実施する

 

令和５年3月末現在の花之木地区の人口と人口推移です。

10年間で241人の人口減少です。

高齢化率(65歳以上）は42.2％(前年41.6％）です。

廣田 俊彦

本年度の会計予算は、

2,929,520円となり、

前年度の当初予算と比べ

ると479,729円の増額

となりました。

市から住民自治協議会

に支出される活動費用

「地域包括交付金」が減

額され、運営が厳しいこ

とから、自治協補助を増

額しました。

⑤

地域包括交付金

1,905,000円

自治協補助

620,000円

雑収入 3円 繰越金

349,520円

2,929,520円

地域包括交付金

2,093,000円

自治協補助

250,000円

雑収入 2円 繰越金

106,789円

2,449,791円

４月2３日(日）に伊賀市消防団西部分団花之木部（部長 米島

正紘）の令和４年度年度末総会及び令和５年度年度初め総会が花

之木地区市民センターにおいて開催され、議案すべてが原案どお

り可決されました。また、5月1４日（日）に成和西小学校前で

正団員の自主訓練が雨天の中で行われました。支援団員の参加を

得て、各班に配備されているポンプの点検、放水訓練が行われま

した。地区にとって心強い思いです。

会議費, 40,000円
旅費, 107,000円

調査研究・

研修費, 

5,000円

自治会活動費, 

1,328,500円

住民祭費, 330,000円

サークル活動助成費, 40,000円

部会活動費, 

170,000円

備品費,

150,000円

報償費, 80,000円

事務費, 405,400円

雑費, 20,000円

予備費, 253,620円

2,929,520円

（千円）

地域包括交付金の推移

地域包括交付金は H30年度から

6年間で大幅な減額が予定されています。
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5月17日(水)は、春の交通安全運動

の「下校指導日」で、成和西小学校

の下校時に交通安全推進協議会役員、

伊賀市職員、伊賀署警察官、学校関

係者、伊賀地区交通安全協会役員等

が下校する児童を見守りました。

5月23日(火)大野木公民館におい

てハ―バリウム体験会が行われま

した。ハーバリウムとは特殊なオ

イルの中に植物を閉じ込めた新感

覚インテリアです。

《誰もが安心して暮らせるまちづくり》

今年は梅雨に入る前から、気温が高く早くも夏日を記録す

る天候が連日続いておりますが、花之木地区の皆様には

ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素より、花之木地区住民自治協議会を核とした地域行

政に皆様には格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。

先般開催された令和5年度の定期総会におきまして、花

之木地区住民自治協議会会長としてご承認いただき身が

引き締まる思いと今後の事業活動について責任の重さを感

じております。

これまでの3年間は新型コロナウイルスの感染拡大防止

の観点から全ての事業計画が活動自粛をせざるをえない

という状況に追い込まれるという今までに経験したことがな

い時間を過ごしてまいりました。しかしながら令和5年度に

入ってからは制限も緩和され、コロナ前の平常に戻りつつ

あります。5月8日からは新型コロナウイルス感染症の感染

症上の位置づけが「2類相当」から季節性インフルエンザと

同じ「第5類」に引き下げられました。全国各地の観光地も

賑わいが戻っている状況が報道されている昨今です。

今年度は先般開催されました定期総会においてご承認い

ただきました各部会の活動方針を基に各事業を住民皆様

のご協力とご理解を頂きながら進めて行きたいと考えてお

ります。

今年度の課題として、①昨年度、一昨年度と継続して「花

之木住民自治協議会在り方検討委員会」で継続協議され

ている、地区市民センターの指定管理者制度への移行に

ついての結論を出したいと考えております。

②「誰もが安心して暮らせるまちづくり」のために、支え合い

活動等の充実や近い将来発生が危惧される巨大地震や多

発する異常気象による災害への備えへの対策(自助・互助

の体制づくり、自主防災組織の連携）や多様性の時代に対

応すべく外国籍住民との共生による地域づくり等々に役員

全員の協力を得て事業推進に力を注いでいきたいと考えて

おります。

Withコロナを念頭に置きながら最善の努力を行いますの

で、引続き住民の皆様のご支援ご協力を頂きますよう宜しく

お願い申し上げます。

～～みなさまのご支援とご理解に心からの感謝～～

木々の緑が色濃くなる時期となりました。花之木地区

のみなさまにおかれましては、益々ご健勝のこととお慶

び申し上げます。

この度、花之木地区住民自治協議会会長を退任させ

ていただくこととなりました。

昨年度においても、コロナ禍の影響で、まちづくりに掲

げた計画およびイベントについては、“with コロナ”を掲

げたうえでの制限を行った活動を余儀なくされました。

地区住民祭においては、飲食物の提供を禁止し、滞留

時間の短縮など規模を縮小して花之木地区市民セン

ターで駐車場も使用して2日間実施しました。開催規模、

集客方法等の課題は残りましたがみなさんのふれあい

の場作りが出来ました。

昨年度からの懸案事項の法花地域のハザードマップ

ウォークについても、実施時期を考慮してコロナ患者発

生数の少ない２月に実施しました。今も語り継がれる昭

和28年東近畿大水害での土石流による災害やその後の

対策について勉強させていただきました。

また、花之木地区農業集落排水処理施設維持管理組

合の解散に伴う残余金に関して、花之木地区に有用性

のある用途に利用すべく管理、使途の検討・決定を目的

として、花之木地区施設維持・向上協議会を設立いたし

ました。

現在も議論継続中の花之木地区市民センターの指定

管理者制度導入については、地区のみなさまに参加を

いただくための住民自治協議会各組織・各部会のリ

ニューアルも含めて、体制・導入時期などの検討もお願

いいたしたいと存じます。

どの事業をとっても、地域のみなさまをはじめ、自治協

議会各部会委員、市民センター職員のみなさまのご協

力のおかげで、この1年間大過なく任を終えることができ

ました。心よりお礼申し上げます。

結びに、花之木地区の益々のご発展と、みなさまの今

後のご活躍をご祈念申し上げ退任の挨拶とさせていた

だきます。

花之木消防団総会及び自主訓練


